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1．はじめに
まず，次のような文を見てみよう。
  a. Children don’t wash easily. ──Halliday, 1967, p. 49.
Halliday は，（1a）には（1b～d）のような解釈が施されるとする。
  b．子供は自分の身体をなかなか洗わない。
c．子供はなかなか洗濯しない。
d．子供の身体はなかなか洗えない。
（1b～d）の解釈のうち，（1d）は（1a）をいわゆる，能動受動態（activo-
passive）あるいは中間動詞（middle verb）構文と呼ばれる構文として解釈し
たものである。しかし，Halliday は，（1d）のような解釈は有標（marked）
であり，（1d）のような解釈が無標（unmarked）であるのは，次の（1e）の
ようないわゆる，tough 構文（tough construction）においてであるとする。
  e . Children are not easy to wash.
このことは別の角度から言えば，Halliday は，有標・無標の違いはあるに
せよ，（1d）の解釈が施される（1a）［＝（2a）］と（1e）［＝（2b）］との間に
意味的な相違を認めていないことになる。
 a. Children don’t wash easily.
b. Children are not easy to wash.
これに対して，Dixon（1991）は，（3a）と（3b）との間に明確な意味的差
異を認めている。
８０
 a. John shocks easily.
b. John is easy to shock. ──Dixon, 1991, p. 327.
（3a, b）はいずれも，表面的には「ジョンには難なくショックを与えられ
る」という意味であり，それぞれ，（3a）が中間動詞構文，（3 b）が tough 構
文である。が，Dixon は，（3a, b）にはそれぞれ，（4a, b）のような違いがあ
るとする。
 a．こちらにそのつもりはないにもかかわらず，ジョンにはちょっとし
た言葉ででもショックを与えられる。
b．だれかが意図的にジョンにショックを与えようとする場合，それは
難なくやれる。
つまり，Dixon は，（3a, b）のような場合，「ジョンにショックを与える」
動作主（agent）側の意図性（intentionality）あるいは努力（effort）の必要
性が読み取れるのが（3 b）であるのに対して，（3a）にはそれが読み取れない
とするのである（1）。
では，果たして，Halliday（1967）のような見方と Dixon（1991）のよう
な見方とでは，そのいずれが正鵠を得ているのであろうか。それとも，そのい
ずれの見方も正鵠を得ていないのであろうか。小論では主に統語的・意味的観
点から，その点を明らかにしていきたい。
2. Dixon の見方と〈他動性〉
（3a, b）のようなそれぞれ，中間動詞構文や tough 構文の統語的特性それ
自体についてはここではあまり詳しく取り上げない。それよりはむしろ，Dixon
（1991）ではなぜ，（3a, b）［＝（5a, b）］のような構文間における意味的な違
いが認められているのかといった問題を取り上げてみよう。
 a. John shocks easily.
b. John is easy to shock.
まず，（5b）は，（5c）と関係づけられる。
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 c . It is easy（for someone）to shock John.
（5b, c）では，（5b）は話し手がジョンという人物にショックを与えること
はたやすいという判断を下しており，ジョンは通例，話し手がよく知っている
人物でなければならないが，（5c）では必ずしもそうである必要はない。
次に，（5a）は，（5d）と対比される。
 d. John is shocked easily.
（5a, d）では，（5a）はジョンがたやすくショックを受けるのは「ジョン自
身のせい」であることを示しているのに対して，（5d）ではジョンがたやすく
ショックを受けるのは「ジョン以外の第三者のせい」であることが示されてい
る。つまり，（5a）では述部において表される行為の責任は主語にあるのであ
り，他方，（5d）ではそれは省略されている by 句にあるのである。
以上の点を踏まえて，（5a, b）を見てみると，（5b）の John は意味的には
shock の目的語として機能しており，別に存在する John 以外の行為の主体者
が，John に働きかけてその行為（すなわち，「ショックを与える」という行
為）を及ぼすのに対して，（5a）の行為の主体者は John 自身であり，John
の内面性ゆえにその行為は生じる。つまり，（5b）では〈他動性〉（transitiv-
ity）の度合いが高い構文と認知されるのに対して，（5a）ではそれが低い構文
と認知されるのである（2）。
この違いを Dixon（1991）の考え方に適用してみると，（5b）で「だれか
が意図的にジョンにショックを与えることが難なく可能である」のは，まさし
く（5b）での構造的意味としての〈他動性〉の度合いが高いということにほ
かならない。他方，（5a）で「ジョンはこちらにそのつもりはなくても，ちょ
っとした言葉でもショックを与えられる」のは，まさしく（5a）での構造的
意味としての〈他動性〉の度合いが低いということにほかならない。
こうした見方は，Dixon（1991）の挙げる（6a, b）のような例にも適用可
能で，一見妥当ではないかと思われる。
 a. Porcelain sinks clean easily.
b. Porcelain sinks are easy to clean. ──Dixon, 1991, p. 327.
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（6a, b）はいずれも，「磁器製の流しはきれいにしやすい」という意味であ
るが，（6a）では「布でふきさえすればいい」といったニュアンスが伴うのに
対して，（6b）ではきれいにしようと思うと「いくらか努力がいる」といった
ニュアンスが伴うとされる。
つまり，（6a）では「きれいにする」という行為を行なう動作主の，「流し」
という被動作主（patient）への〈他動性〉の度合いが高いとは認知されない
のに対して，（6b）では動作主の被動作主への〈他動性〉の度合いが高いと認
知されるのである。
しかしながら，（5a, b）や（6a, b）に〈他動性〉とのかかわりで上のよう
なニュアンスの相違を認めようとすることは，果たして，真に妥当な見方であ
ると言えるであろうか。
3．中間動詞構文と潜在的動作主性
中間動詞構文の特性の一つに，潜在的な動作主が存在するという点が指摘さ
れる（cf. Keyser & Roeper（1984））。次例を参照。
 a. This book reads easily.
b. People, in general, can read this book easily. ──Stroik, 1992,
p. 127.
Stroik（1992）のように，もし（7a）が（7b）のようにパラフレーズされ
るならば，（7b）は，総称的（generic）ではあるが動作主としての「人々」
が，被動作主としての「この本」に「読む」という他動的行為を及ぼすことを
表していることになる。
もし，そうならば，（7a）に対応する tough 構文の（7c）とは〈他動性〉と
いう点では変わりがないことになる。
 c . This book is easy to read.
d. It is easy（for someone）to read this book.
つまり，（7c）は（7d）に見られるとおり，「だれか」が「この本」に「読
８３easy と easily の文法
む」という行為を及ぼすことは容易だということを表しており，（7a）と同
様，動作主の被動作主への働きかけ，すなわち〈他動性〉は認知される。
同様に，
 a. Chickens kill easily.
b. We can kill chickens easily.
（8a, b）においても，（8a）と（8b）とがパラフレーズ関係にあるならば，
（8b）から（8a）における〈他動性〉は認知されることになる。
こうした見方が，もし正しいならば，Dixon（1991）のような中間動詞構文
と tough 構文との間のニュアンスの違いを認めるよりは，むしろ，Halliday
（1967）流に両者の間に意味的な違いはないと割り切った見方をするほうがい
いのではないかと思われる。
では，こうした〈他動性〉という点で，両者に違いはないとするにしても，
二つの構文が存在する以上，やはり，そこには何らかの違いが存在すると認知
することはできないであろうか。
4．記述性・状態性と行為性・動作性
（5b）［＝（9b）］が（5c）［＝（9c）］と統語的・意味的に関係づけられ，違い
が見られることについては上で触れた（3）。
 a. John shocks easily.
b. John is easy to shock.
c . It is easy（for someone）to shock John.
ここでは，上で触れることのなかった（9b）そのものの特性について若干
見ておくことにしよう。まず，（9b）での be＋形容詞＋to 不定詞は，be 動
詞と形容詞の性質からして，それはあくまで記述的・状態的な意味を表すこと
がうかがわれる。その証拠として，（9b）は（9d～g）の形式で用いられる点
が挙げられる。
 d. How easy is John to shock?
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e . How easy to shock is John?
f . How easy to shock John is!
g . John is an easy-to-shock man.
つまり，（9d～g）に見られるように，easy および easy-to-shock は一つの
形容詞として疑問文や感嘆文で用いられたり，さらに名詞の前位修飾語として
機能しうるのである。このことからも，（9b）は記述的・状態的特性を備えた
構文であると言える。
それに対して，（9a）は，動詞を中心とした構文であり，（9b）と比べる
と，その行為性・動作性を表す程度は大きい。事実，Palmer（1974）によれ
ば，（9a）のような中間動詞構文で用いられる動詞は動作動詞（action verb）
に限られる。もちろん，（9a）のような構文の主語は動作主として機能するの
ではなく，動詞の表す動作の対象，すなわち被動作主として機能する。しかし
ながら，次の（10b）におけるように，再帰代名詞を目的語の位置に置いて相
互性を表す例が見られる。その場合，（10b）では，形式上，一般に動作主の
置かれる位置が主語であることから，あたかも主語の要素が動作主であるかの
ように受け取られる。
	 a. These shirts wash well.
b . These shirts wash themselves well.
（10a, b）はいずれも，「これらのシャツは十分に洗える」という意味である
が，（10b）では，（10a）と比べ，目的語 themselves の存在により，主語の
行為性・動作性が強く表された構文になっていると考えられる。
さらに，次のような例を見てみよう。

 a. She understands easily.
b. She is easy to understand.
（11a）は一見，中間動詞構文であるように思われるが，実は，そうではな
い。現代英語では，（11a）は「彼女は理解されやすい」という意味ではな
く，通例，「彼女はものわかりが早い」という意味で用いられる。他方，（11
b）は tough 構文で，「彼女を理解するのはたやすい」という意味を表す。
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ということは，（11a）のほうは擬似自動詞（quasi-intransitive）構文であ
り，

 c . She understands something easily.
のように，元来，存在すると思われる目的語が削除された構文なのである。
その場合，（11c）は他動詞構文であり，主語が何かを「理解する」という
行為性・動作性が強く表された構文であると言える。
つまり，（10a）のような本来の中間動詞構文であれ，（11a）のような擬似
自動詞構文であれ，両者はいずれも S V Adv という形式を備えている点で共
通し，それぞれに対応する（10b）（11c）のような S V O Adv という形式か
ら，主語の目的語に対する行為性・動作性が強く感じられる構文となってい
る。
次に，中間動詞構文は潜在的に助動詞 can の意味を含んでいるので，（12a,
b）のようなパラフレーズ関係が成り立つという点にも注目しよう。
 a. The orange peels easily.
b. The orange can be peeled easily. ──Schibsbye, 1970, p. 195.
（12a, b）はいずれも，「オレンジは簡単に皮をむける」という意味である
が，（12b）では動作主を示す by 句の潜在的な存在によって，（12b）の構文
そのものの行為性・動作性が保証される。ということは，パラフレーズ関係に
ある，もう一方の（12a）でも，そうした行為性・動作性がうかがえるという
ことになるのではなかろうか。
こうした中間動詞構文の行為性・動作性は，助動詞 will/would との共起可
能性によっても明らかになる。次例を参照。
 The door will/would not lock easily.
（13）は「そのドアはどうしても鍵がかけられない」という意味であるが，
ドアに鍵をかけようとする潜在的な動作主が，助動詞 will/would によって表
されるドア本来のもつ執拗さに能動的に対処していることが表現されている。
つまり，執拗さを表す助動詞 will/would の存在によって，（13）からは中間
動詞構文のもつ潜在的動作主の行為性・動作性が見て取れるのである。
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以上のことから，（9b）［＝（14b）］のような構文は記述性・状態性といった
特性を備えた構文であるのに対して，（9a）［＝（14a）］のような構文は行為性・
動作性といった特性を備えた構文であると言える（4）。
 a. John shocks easily.
b. John is easy to shock.
5．むすびにかえて
Biber et al．（1999 : 728−731）は，例えば，（15a）のような tough 構文
を object-to-subject raising with adjectives，そして，それに対応する（15b）
のような It . . .to. . . 構文を extraposed to-clauses with adjectives と呼んで
いる。
 a. They’re easy to get.
b . It is easy to get them.
（15a）のような構文は会話体（Conv）でも学術的な文章体（Acad）でも使
用頻度にあまり差はない。
また，文体的な観点から，（15a）のような構文と（15b）のような構文のど
ちらを用いるかは，結局，個人の好みによるものであることが指摘されてい
る。
さらに，（15b）の to 不定詞句内の目的語 them を上昇（raising）させた構
文が（15a）ということになるが，その場合，上昇されるのは代名詞か修飾語
を伴わない名詞句に限られるとされる。このことは，換言すれば，上昇される
要素は先行文脈とのつなぎの役目を果たす前方照応的（anaphoric）なものに
限られるということである。
それはともかく，いずれにしても，（15a）のような tough 構文は，口語体
でも文語体でも普通に用いられるということになる。
他方，中間動詞構文はどうであろうか。COBUILD のようなコーパスに見
られる例は，例えば，上に挙げた（12a, b）のうち，（12a）のような中間動詞
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構文ではなく，（12b）のような［can be P. P. easily］（あるいは［can be eas-
ily P. P.］）といった形式を取る場合が多い。次例を参照。
 a. A baby buggy can be easily carried on a bus or in the car.
b. I like the French yoghurts which can easily be obtained in su-
permarkets.
c . This also means that it［＝Japanese furniture］can be easily
moved round when the room is used for different purposes.
（16a～c）のような例が，A baby buggy carries easily. . . や . . . which ob-
tain easily in supermarkets，さらに it moves round easily. . . のような中
間動詞構文の代りに用いられているという点から，現代英語の特に口語では中
間動詞構文が用いられる場合は限られていると言えるのではなかろうか。事
実，Biber et al．（1999 : 148）が挙げる easily が用いられた中間動詞構文の
例は，次のようなニュース英語からのものである。
 Many of the better-quality junk issues will sell easily, traders
said．（NEWS）
これは，ニュース英語では簡潔さとスペースの節約といった点が重視される
ので，. . .will be able to be sold easily. . . などとはせずに，シンプルに . . .
will sell easily. . . といった中間動詞構文にして用いられているものと考えら
れる（5）。
いずれにしても，中間動詞構文の代りに（16a～c）のような［can be easily
P. P.］の形式が用いられるということは，この形式に潜在する by 句によって
も明らかなように，パラフレーズ関係にある中間動詞構文そのものも行為性・
動作性を帯びた構文であるということを示すことにほかならない（6）。
以上を要するに，冒頭で見たような Halliday や Dixon 流の見方よりは，
むしろ，tough 構文については記述性・状態性が，中間動詞構文については行
為性・動作性が意味的に表出されているとする見方のほうが妥当ではないかと
思われる。
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注  Dixon（1991）流に中間動詞構文には動作主側の意図性あるいは努力の必要性が
読み取れないとする見方は，次のような中間動詞構文において effortlessly や，
murder（＝kill someone deliberately and illegally）［LDCE3］ではなく kill が
用いられるという事実にも反映されているように思われる。
（）Our new car drives effortlessly. ──Schlesinger, 1995, p. 38.
（）a. Chickens kill easily.
b.* Innocent people murder easily. ──Nakamura, 1997, p. 136.
 構造的意味としての〈他動性〉については，田中（1996）を参照。
 Fellbaum（1986）は，easily には「簡単に，困難なく」の意味と「ほんのわず
かな原因で，あまりたいした理由もなく」の意味があるとする。
（）The shutters close easily.
（）The shutters easily close.
（）は「そのシャッターは簡単に閉められる」という意味であり，（）は「そ
のシャッターはほんのわずかな原因でも閉まる」という意味である。換言すれ
ば，（）は中間動詞構文であるのに対して，（）は能格構文である。
 中間動詞構文は総称文として用いられるとする Keyser & Roeper（1984 : 384）
が挙げている例を見ておこう。
（）a. Bureaucrats bribe easily.
b. The wall paints easily.
c. Chickens kill easily.
d. The floor waxes easily.
（a～d）のような例は，通例の総称文である（a～c）のような例と比べられ
る。
（）a. Cars are useful machines.
b. A dog is a faithful animal.
c. The whale is a mammal.
（a～d）が行為性・動作性を通じての特徴づけがなされた総称文であるとすれ
ば，（a～c）は記述性・状態性を通じての特徴づけがなされた総称文であると
言える。
 また，中間動詞構文は，例えば，sell like hot cakes（飛ぶように売れる）のよ
うなイディオム化した表現には生かされている。
 ［can be P. P. easily］とともに，人間主語の場合，［can V easily］の形式も多く
見られる。
（）Once she caught sight of his hand dangling over the arm of the seat to-
wards her, and she moved her own hand carefully so that he could take
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hold of it easily if he wanted to, but he didn’t. ──K. Amis，“Interest-
ing Things”
（）The house is so big that you can easily get lost in it. ──T. D. Minton,
English Grammar in Action II
（） I can easily finish it today. ──LDCE2
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